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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 7,573 △0.2 835 △44.5 501 △44.5

29年3月期第3四半期 7,591 10.7 1,506 64.3 905 49.7

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　△140百万円 （―％） 29年3月期第3四半期　　116百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 90.30 ―

29年3月期第3四半期 162.84 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 414,842 19,712 4.7

29年3月期 423,104 20,131 4.7

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 19,691百万円 29年3月期 20,111百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計-期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

30年3月期 ― 25.00 ―

30年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,540 △6.4 880 △49.0 850 △17.4 152.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 5,576,000 株 29年3月期 5,576,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 18,732 株 29年3月期 18,440 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 5,557,400 株 29年3月期3Q 5,557,716 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

現金預け金 34,644 33,508

買入金銭債権 2,899 2,400

有価証券 101,256 92,931

貸出金 261,835 263,016

外国為替 8 1

リース債権及びリース投資資産 4,309 4,338

その他資産 2,564 2,972

有形固定資産 10,409 10,238

無形固定資産 359 469

退職給付に係る資産 131 135

繰延税金資産 44 43

支払承諾見返 7,743 6,729

貸倒引当金 △3,101 △1,944

資産の部合計 423,104 414,842

負債の部

預金 368,751 364,285

借用金 21,806 20,984

社債 1,520 10

その他負債 1,283 1,491

役員退職慰労引当金 218 208

睡眠預金払戻損失引当金 20 20

偶発損失引当金 52 37

本店建替損失引当金 175 124

繰延税金負債 873 712

再評価に係る繰延税金負債 527 525

支払承諾 7,743 6,729

負債の部合計 402,973 395,130

純資産の部

資本金 6,636 6,636

資本剰余金 472 472

利益剰余金 8,223 8,451

自己株式 △43 △43

株主資本合計 15,289 15,517

その他有価証券評価差額金 3,689 3,051

土地再評価差額金 1,090 1,085

退職給付に係る調整累計額 42 36

その他の包括利益累計額合計 4,821 4,174

非支配株主持分 20 21

純資産の部合計 20,131 19,712

負債及び純資産の部合計 423,104 414,842
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

経常収益 7,591 7,573

資金運用収益 3,840 3,835

（うち貸出金利息） 2,983 2,815

（うち有価証券利息配当金） 835 1,002

役務取引等収益 498 421

その他業務収益 621 679

その他経常収益 2,631 2,637

経常費用 6,085 6,738

資金調達費用 474 402

（うち預金利息） 402 349

役務取引等費用 452 481

その他業務費用 8 -

営業経費 3,465 3,785

その他経常費用 1,683 2,068

経常利益 1,506 835

特別利益 - 50

本店建替損失引当金戻入益 - 50

特別損失 133 4

固定資産処分損 6 4

本店建替損失引当金繰入 126 -

税金等調整前四半期純利益 1,373 882

法人税、住民税及び事業税 377 266

法人税等調整額 90 113

法人税等合計 467 379

四半期純利益 905 502

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 905 501

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 905 502

その他の包括利益 △789 △643

その他有価証券評価差額金 △787 △638

退職給付に係る調整額 △1 △5

四半期包括利益 116 △140

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 115 △141

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の処理

　当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることに

より算定しております。
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２．補足説明資料

（１）損益状況（単体）
（単位：百万円）

平成30年３月期 平成29年３月期

第３四半期累計期間 前年同期比 第３四半期累計期間

4,083 25 4,058 

3,462 63 3,399 

△ 58 △ 103 45 

679 66 613 

3,731 324 3,407 

1,752 △ 32 1,784 

1,657 242 1,415 

322 114 208 

351 △ 299 650 

△ 52 △ 52 - 

△ 115 △ 156 41 

403 △ 247 650 

467 △ 142 609 

365 △ 408 773 

583 153 430 

301 304 △ 3 

貸出金償却 1 1 - 

個別貸倒引当金純繰入額 278 278 - 

その他 21 24 △ 3 

貸倒引当金戻入益③ - △ 273 273 

うち与信費用以外④ - △ 5 5 

17 △ 11 28 

65 28 37 

769 △ 655 1,424 

46 179 △ 133 

815 △ 476 1,291 

244 △ 116 360 

111 32 79 

356 △ 83 439 

459 △ 392 851 

249 520 △ 271 

(注) 平成29年３月期第３四半期累計期間においては、貸倒引当金全体で取崩となりましたので、経理基準に
従い、その総額の273百万円を臨時損益の貸倒引当金戻入益に計上しております。

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

信用コスト（①+②-③+④）

四半期純利益

　当行の平成30年３月期 第３四半期（平成29年４月１日から平成29年12月31日）における四半期情報につい
て、お知らせします。

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益

法人税等合計

不良債権処理損失②

償却債権取立益

その他臨時損益

業務純益

うち債券関係損益

臨時損益

株式等関係損益

一般貸倒引当金繰入額①

コア業務純益

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）

人件費

物件費

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

税金

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

                                （単位：百万円）  （参考）   （単位：百万円） 

 平成 29年 12 月末 平成 28年 12 月末  平成 29年９月末(実績) 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
1,752 1,985 1,764 

危険債権 5,493 8,191 5,911 

要管理債権 1,056 1,099 957 

合計 8,302 11,276 8,633 

総与信に占める開示債権の

割合 
3.10％ 4.29％ 3.27％ 

（注）１．上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー

により分類し、当行の定める自己査定基準に基づき算出したものです。 

なお、当四半期において、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認められる部分についての直接償却相当

額の減額（部分直接償却）はしておりません。 

２．債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

危険債権（破綻懸念先の債権） 

要管理債権（要注意先のうち、元金又は利息の支払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している貸出債権） 

   

（３）自己資本比率（国内基準） 

                                （参考） 

 平成 30年３月末（予想値） 
 

平成 29年９月末（実績） 

連結自己資本比率 8.0％程度 8.86％ 

単体自己資本比率 8.0％程度  8.53％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

（４）時価のある有価証券の評価差額（単体） 

  ○評価差額 
                                      （単位：百万円）  （参考）       （単位：百万円） 

 平成 29年 12月末 平成 28年 12月末  平成 29年９月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 85,872 4,376 5,309 932 92,447 5,636 6,363 727 86,122 4,086 4,889 803 

 株式 4,094 1,810 1,842 31 4,548 1,447  1,490 43 3,908 1,461 1,504 43 

債券 57,548 2,377 2,378 1 61,926 2,785 2,787 2 58,715 2,413 2,415 1 

その他 24,230 188 1,088 899 25,972 1,404 2,085 681 23,498 211 969 758 

（注）１．「評価差額」及び「差額」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。 

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権

を含めて記載しております。 
 
 
                                      （単位：百万円）  （参考）       （単位：百万円） 

 平成 29年 12月末 平成 28年 12月末  平成 29年９月末 

帳簿 

価額 

差 額 帳簿 

価額 

差 額 帳簿 

価額 

差 額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の

債券 
9,058 145 145 ― 9,435 263 263 ― 9,295 172 172 ― 
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（５）預金・貸出金の残高（単体） 

                                     （単位：百万円）  （参考）   （単位：百万円） 

 平成 29年 12月末 平成 28年 12月末  平成 29年９月末 

預金 364,484 361,037 367,076 

 うち個人預金 278,515 270,867 277,359 

貸出金 264,660 260,183 260,972 

 うち個人ローン 98,204 76,811  80,252 

 

以  上  

 

 

本件に関するお問合せ先 

島根銀行 人事財務グループ／片寄 TEL(0852)24-1238（ダイヤルイン） 
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